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研究の背景
• 新型コロナウイルスの感染症の拡大に伴い、インバウンド観光客の減少や、
出控え等による人々の移動の減少が発生

• 加えて政府による「緊急事態宣言」の全国への発令や休業要請等により、
社会的接触を8割削減することが要請

• その帰結として、人々の移動は大幅に減少し、移動を支える公共交通事業
者の経営状況も急激に悪化し、倒産や事業縮小した事業者も発生

• 通常時から厳しい公共交通事業に，COVID-19が襲来．交通崩壊の危機
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目的
• 公共交通の収入の大幅減
多くの公共交通サービス提供事業者が経営困難
Afterコロナの交通サービス提供は？

• COVID-19による公共交通経営への影響度を検討
• どの程度の収入が減少するか、
• 換言すれば，どの程度の金額の支援が必要か？
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航空(国内)

鉄道

バス

タクシー

1.36兆円

7.37兆円

1.51兆円

1.67兆円

0.95億人

246.4億人

45.8億人

14.5億人

年間輸送人員 年間旅客収入

JR4.68兆円, 民鉄2.69兆円民鉄152.7億人, JR93.7億人

乗合0.96兆円, 貸切0.55兆円貸切2.9億人, 乗合42.9億人

交通機関

全タク連 輸送人員及び営業収入の推移、国交省 数字でみる自動車2019, 鉄道統計年報, 平成28年度国内輸送実績

2016年度



COVID-19の影響による需要減
• 都市間交通で約９割，都市内交通で約5〜7割減少
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• バスの輸送人員（前年同月比）
※出典：国土交通省「新型コロナウイルス感染症による関係業界への影響について」
※7-8月は見込み



COVID-19の影響による需要減
• 都市間交通で約９割，都市内交通で約5〜7割減少
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• タクシーの輸送人員（前年同月比）
※出典：国土交通省「新型コロナウイルス感染症による関係業界への影響について」
※7-8月は見込み



COVID-19の影響による需要減
• 都市間交通で約９割，都市内交通で約5〜7割減少
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• 鉄道の輸送人員（前年同月比）
※出典：国土交通省「新型コロナウイルス感染症による関係業界への影響について」

• 特に，地域の足を
支えていた，内部
補助の原資となっ
ていた都市間交通
が大打撃



減収額の推計（全国）
推計の方法
• ∑𝑚𝑚∑𝑛𝑛 𝑅𝑅𝑚𝑚,𝑛𝑛 × ∆𝑟𝑟𝑚𝑚,𝑛𝑛

• Rm: 交通手段mのn月の2016年度の旅客収入額
（年間運賃収入額より日数按分）

• Δrm:  交通手段mのn月の対前年同月比旅客減少率
• ３月：実績値
• ４月：都市内移動は６割減，都市間移動は９割減
• ５月以降は別途説明（後述）

• 推計対象期間：2020年3月〜2021年2月（12カ月間）
• 航空・鉄道・船舶・バス・タクシーを対象
• ４つのシナリオ

• 楽観シナリオ１：６月以降から回復
• 楽観シナリオ２：６月以降から回復，ただし回復スピードが遅い
• 長期化シナリオ：９月以降から回復
• 長期化シナリオ：2021年１月から回復
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減収額の推計（全国）
旅客収入額（入力）
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交通機関 旅客収入額（億円） 出典

タクシー 16,660 H28 全タク連「輸送人員及び営業収入の推移」

バス(一般乗合) 8,352 総収入・輸送人員：H28 国交省「数字でみる自動車
2019」
バス（一般乗合と高速乗合の割合）：H20 国交省
「バス産業の収支構造と他産業との比較について 」

バス(高速乗合) 1,239

バス(貸切) 5,517

鉄道(JR新幹線) 23,725

総収入・輸送人員：H28 国交省「鉄道統計年報」
新幹線の内訳：H28 JR各社のIR資料

鉄道(JR在来線) 23,107

鉄道（大手民鉄） 16,902

鉄道（中小民鉄） 4,223

鉄道（公営） 5,762

航空(国内) 13,557 H28 国交省「平成28年度国内輸送実績」

航空(国際) 9,319 H28 JAL/ANA IR資料

船舶 2,899 H28 国交省「海事関連統計」



減収額の推計（全国）
旅客の減少率（入力）
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交通手段
3月 4月以降 (緊急事態宣言影響下)

減少率 出典 減少率 仮定

タクシー 32%
全タク連「新型コロナウィルス感
染症の影響による営業収入及び輸
送人員の変化」

60% 都市内移動は需要6割減を仮定

バス(一般乗合) 14%

国土交通省資料*

60% 都市内は6割減を仮定
バス(高速乗合) 31% 90%

都市間は9割減を仮定バス(貸切) 76% 90%
鉄道(JR新幹線) 54% 90%

鉄道(JR在来線) 30%存在しないため民鉄・公営と同等として算出 60%

都市内移動は需要6割減を仮定鉄道（大手民鉄） 24%
国土交通省（減収幅の中央値から
概算）

60%
鉄道（中小民鉄） 34% 60%
鉄道（公営） 34% 60%
船舶 37% 90% 都市間は9割減を仮定
航空(国内) 50%

国交省資料（予約数ベース）
90% 事業者発表内容を参考に設定

(GWの予約状況)航空(国際) 74% 90%



減収額の推計（全国）
検討シナリオと旅客減少率の設定
※4月減少実績からの回復率
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楽観シナリオ１
（6月から回復）

楽観シナリオ２
（6月から回復，
需要回復遅い）

中期化シナリオ
（9月から回復）

長期化シナリオ
（年明けから回復）

2020年3月 3月の減収実績

4月 8日まで3月の減収実績、9日以降回復率0%
5月 0% 0% 0% 0%
6月 50% 50% 0% 0%
7月 50% 50% 0% 0%
8月 80% 70% 0% 0%
9月 80% 70% 50% 0%

10月 80% 70% 50% 0%
11月 80% 70% 50% 0%
12月 80% 70% 50% 0%

2021年1月 100% 80% 70% 50%
2月 100% 80% 70% 50%



減収額の推計（全国）
推計結果
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減収額の推計（全国）
推計結果
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減収額の推計（中国5県）
推計の方法
• ∑𝑚𝑚∑𝑛𝑛 𝑅𝑅𝑚𝑚,𝑛𝑛 × ∆𝑟𝑟𝑚𝑚,𝑛𝑛

• Rm: 交通手段mのn月の2017年度の旅客収入額 ※出典：中国運輸局 運輸要覧
（年間運賃収入額より日数按分）
複数県にまたがる鉄道：民鉄は人口按分，３セクは出資比率按分）

• Δrm:  交通手段mのn月の対前年同月比運賃収入減少率
• ３月：実績値
• ４月：都市内移動は６割減，都市間移動は９割減
• ５月以降は別途説明（後述）

• 推計対象期間：2020年3月〜2021年2月（12カ月間）
• 航空・鉄道（新幹線以外）・船舶・バス・タクシーを対象
• ４つのシナリオ

• 楽観シナリオ１：６月以降から回復
• 楽観シナリオ２：６月以降から回復，ただし回復スピードが遅い
• 長期化シナリオ：９月以降から回復
• 長期化シナリオ：2021年１月から回復
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減収額の推計（中国5県）
旅客の減少率（入力）
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3月 4月 5月 出典

鉄道（都市内） 30.6% 60.7% 64.5%

国土交通省「新型コロナウ
イルス感染症に伴う関係業
界の影響について」 (令和2
年4月30日時点まとめ) 

鉄道（都市間） 61.0% 89.0% 93.0%
乗合バス
（路線バス） 30.6% 54.7% 58.2%

乗合バス
（高速バス） 61.0% 89.0% 93.0%

貸切バス 74.8% 81.0% 80.3%

タクシー 33.7% 54.2% 56.5%

旅客船 2〜41% 40〜
100%

40〜
100%

中国旅客船協会 資料
（県により異なる）



減収額の推計（中国５県）
推計結果
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減収額の推計（中国５県）
推計結果（広島県）
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行政の動きへ？？
• 2020.08.08
中国新聞
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設定シナリオと実際の減収状況の比較
• 都市内交通

18Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College

楽観シナリオ１

楽観シナリオ２
中期化シナリオ

長期化シナリオ
対前年比
輸送人員
or
運送収入

タクシー

大手民鉄
バス（一般路線）

中小民鉄

実績値 →事業者見込み値

データ出典：国土交通省「新型コロナウイルス感染症
による関係業界への影響について」



設定シナリオと実際の減収状況の比較
• 都市間交通
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楽観シナリオ１

楽観シナリオ２

中期化シナリオ

長期化シナリオ

対前年比
輸送人員
or
運送収入

東海道新幹線
（大阪口）

バス（貸切）

バス（高速等）

実績値 →事業者見込み値

航空（国内線）

データ出典：国土交通省「新型コロナウイルス感染症
による関係業界への影響について」，
JR東海(JR東海は7月は実績値，8月は4日まで）



まとめ
• 4〜5月時点の推計値では，

• 公共交通部門全体で年間最大8.3兆円
（最小は3.5兆円）の減収が推計

• 地域公共交通サービスに密接する、中小交通事業者が主体の交通手段
（バス・タクシー・地方鉄道等）に限定すると、
少なくとも年間最大2.3兆円（なお、最小は1兆円）程度の減収

• 地域公共交通の減収は県レベルでも年間数百億円規模

• 推計値と実績値の比較から
• 都市内交通は楽観シナリオに概ね沿って推移
• 都市間交通は当初の想定以上に需要回復が遅く，深刻

• 都市間交通・幹線交通で収益をあげ，
不採算路線をサポートする内部補助の仕組みの崩壊の強い懸念
（値上げ，不採算路線の撤退，営業所閉鎖，減便・・・etc.）
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